
（別紙３）

大項目 中項目 番号 重み 技術点

19 95

基本事項 基本的な考え方 1-1 2 10

トータル
セキュリティ

セキュリティの考え方 1-2 4 20

品質管理 1-3 3 15

構築スケジュール 1-4 3 15

信頼性 システム 1-5 3 15

将来性 バージョンアップ 1-6 2 10

効率化 図書館業務 1-7 2 10

6 30

ハードウェア・ソフトウェア構成 2-1 1 5

2-2 1 5

2-3 2 10

機能要件 仕様書外の付加機能 2-3 2 10

8 40

3-1 3 15

3-2 3 15

研修要件 ユーザ支援 3-3 2 10

7 35

各種認証
4-1
※１ 3 15

導入実績
4-1
※２ 4 20

40 200

※１　各種認証等の取得数に応じた評価点とする（5種類：5点、4種類：4点、3種類：3点、2種類：2点、1種類：1点）

システムの機能改善頻度・内容及び過去のアップデート実績を用い、システムの将来性に関する具体
的な内容を記載すること。

次の認証等の取得状況について記載すること。
・ISO9001（品質）
・ISO14001（環境）
・ISO/IEC27001（情報セキュリティマネジメントシステム）
・ISO/IEC27017（クラウドサービスセキュリティ管理策）
・プライバシーマーク

計

図書館業務の効率化のため、どのように手間やコストを削減するか、具体的な仕組み及び実現方法に
ついて記載すること。

全体概要、ハードウェア構成及び要件、ソフトウェア構成について記載すること。

職員や学生がシステムを利用する上での適切なユーザインターフェイスの考え方を記載すること。

図書館ホームページやＳＮＳ機能、スマートフォンへの対応状況など、利用者の利便性や大学図書館
としての広報機能について記載すること。

仕様書に示されていない機能について、機能の概要と期待される効果を記載すること。

4　導入実績

導入実績

3  運用保守要件

運用保守要件 運用保守要件

安定的なシステム稼働を実現するための保守体制及び障害への対応について記載すること。

担当技術者の大学図書館における経験と実績について具体的に記載すること。

※２　導入実績に応じた評価点とする（実績100以上：5点、50以上：4点、30以上：３点、15以上：2点、5以上：1点、５未満：0点）。

提案書評価表

小項目（評価事項）

本システム構築に当たっての基本的な考えを記載すること。

設計・開発時及び運用時の技術的セキュリティ、人的セキュリティ・個人情報の保護などトータルセキュ
リティについて記載すること。

本プロジェクトの管理体制について記載すること。

本システムのアプリケーションを使用する上でのユーザに対する研修内容と体制について具体的に記
載すること。

過去の学術情報機関への導入実績数を記載すること

2  システム及び機能要件

システム要件

1  基本的事項

管理体制

ユーザインターフェイス

システム稼働開始までのスケジュール及び手法を具体的に記載すること。

機器の障害などによるシステムダウンがないような仕組みや対策を具体的に記載すること。


